
5 - 47

②鳥類
平成１２年秋季及び越冬期に、吉野川の下流において、鳥類調査を実施しました。調

査結果を基に、吉野川下流における植物と鳥類との関係を考えています。
以下の表で、鳥類の確認個体数の割合を、植物群落別に整理しています。鳥の種類に

よって、利用している環境が異なることが分かります。ただし、植物の群落上を飛んで
いる鳥は、植物と直接関係していないため、確認個体数には計上していません。

植物区分別鳥類の利用状況（百分率）　　（秋季調査）

0：
自然
裸地

２：
水際の
草地

３：
河畔林

5：
砂丘植
生

6：
在来雑
草

（低）

7：
在来雑
草

（高）

8：
外来種
草地

9：
樹木
（低
木）

10：
樹木
（高
木）

12：
畑・果
樹園群

 合計個
体数

カワウ 100.0% 8     
ダイサギ 50.0% 25.0% 25.0% 4     
コサギ 90.9% 9.1% 33    
アオサギ 88.9% 2.2% 6.7% 2.2% 45    
マガモ 100.0% 5     
カルガモ 100.0% 196   
ヒドリガモ 100.0% 26    
トビ 75.0% 25.0% 8     
ノスリ 100.0% 1     
キジ 100.0% 3     
シロチドリ 100.0% 22    
ダイゼン 100.0% 5     
トウネン 100.0% 4     
ハマシギ 100.0% 18    
イソシギ 100.0% 1     
オオソリハシシギ 100.0% 6     
ダイシャクシギ 100.0% 2     
カモメ 100.0% 1     
キジバト 32.0% 8.0% 24.0% 36.0% 25    
ヒバリ 19.0% 14.3% 4.8% 14.3% 47.6% 21    
ハクセキレイ 100.0% 30    
セグロセキレイ 50.0% 16.7% 16.7% 16.7% 6     
ヒヨドリ 54.2% 12.5% 2.1% 31.3% 48    
モズ 1.3% 42.7% 5.3% 14.7% 1.3% 4.0% 26.7% 4.0% 75    
ジョウビタキ 100.0% 1     
ノビタキ 75.0% 25.0% 4     
ウグイス 10.0% 22.5% 22.5% 12.5% 2.5% 22.5% 7.5% 40    
セッカ 100.0% 1     
エゾビタキ 100.0% 1     
メジロ 100.0% 1     
ホオジロ 0.6% 8.4% 5.1% 11.2% 20.2% 38.2% 5.1% 0.6% 10.7% 178   
カシラダカ 100.0% 1     
アトリ 9.1% 90.9% 44    
カワラヒワ 33.3% 66.7% 3     
スズメ 1.4% 2.8% 9.9% 4.2% 81.7% 71    
ハシボソガラス 34.7% 14.0% 3.3% 5.2% 1.8% 1.1% 39.9% 271   
ハシブトガラス 26.3% 5.3% 15.8% 52.6% 19    

473 63 113 35 52 18 40 60 84 290 1,228 
注）　百分率は、陸域環境で確認された個体数のうちの割合 ：確認個体数のうち３０％以上が利用

：確認個体数のうち１０～３０％が利用

合計個体数

種

水鳥

陸鳥

水鳥

陸鳥
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幾つかの鳥について、秋季調査の結果から考察しています。次頁に示すように、セグ
ロセキレイは自然裸地を好んで利用します。しかし、キジバトやヒヨドリは、河畔林や
樹木（高木）に多くみられます。キジバトは畑・果樹園も良く利用しています。モズや
カワラヒワ、ウグイスも樹木がある環境にみられます。しかし、高い樹木よりは、低い
樹木を好みます。樹木だけではなく、在来の雑草でもこれらの鳥はよくみられます。
このように、鳥の種類によって、利用している植物の状況は異なります。

植物区分別鳥類の利用状況（百分率）　　（越冬季調査）
0：
自然
裸地

２：
水際の
草地

３：
河畔林

5：
砂丘植
生

6：
在来雑
草

（低）

7：
在来雑
草

（高）

8：
外来種
草地

9：
樹木
（低
木）

10：
樹木
（高
木）

12：
畑・果
樹園群

 個体数
合計

カワウ 100.0% 1     
コサギ 100.0% 1     
アオサギ 100.0% 40    
マガン 100.0% 2     
オシドリ 100.0% 1     
マガモ 98.2% 1.8% 169   
カルガモ 59.1% 8.0% 33.0% 176   
コガモ 100.0% 28    
ヒドリガモ 92.4% 3.8% 3.8% 105   
トビ 50.0% 6.3% 43.8% 16    
オオタカ 100.0% 1     
チュウヒ 100.0% 1     
チョウゲンボウ 100.0% 1     
シロチドリ 95.0% 5.0% 20    
ダイゼン 100.0% 3     
ハマシギ 100.0% 462   
イソシギ 100.0% 1     
ユリカモメ 100.0% 130   
セグロカモメ 100.0% 23    
カモメ 100.0% 5     
ズグロカモメ 100.0% 4     
キジバト 32.4% 21.6% 35.1% 5.4% 5.4% 37    
カワセミ 100.0% 2     
ヒバリ 6.0% 12.0% 2.0% 80.0% 50    
キセキレイ 100.0% 1     
ハクセキレイ 100.0% 9     
セグロセキレイ 50.0% 50.0% 4     
ビンズイ 50.0% 50.0% 2     
タヒバリ 100.0% 4     
ヒヨドリ 57.7% 4.2% 2.8% 33.8% 1.4% 71    
モズ 16.7% 44.4% 5.6% 5.6% 11.1% 16.7% 18    
ジョウビタキ 33.3% 16.7% 25.0% 25.0% 12    
トラツグミ 100.0% 1     
シロハラ 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 4     
ツグミ 1.1% 8.5% 37.3% 6.2% 7.3% 9.6% 10.2% 1.1% 4.5% 14.1% 177   
ウグイス 11.9% 19.0% 26.2% 4.8% 33.3% 2.4% 2.4% 42    
メジロ 31.6% 42.1% 26.3% 19    
ホオジロ 8.0% 12.4% 12.9% 22.2% 5.8% 2.2% 1.3% 35.1% 225   
カシラダカ 100.0% 1     
アオジ 31.3% 15.6% 6.3% 18.8% 21.9% 6.3% 32    
カワラヒワ 22.1% 9.3% 61.6% 2.3% 4.7% 86    
スズメ 19.4% 13.6% 1.0% 1.0% 14.6% 50.5% 103   
ムクドリ 40.0% 60.0% 15    
ハシボソガラス 1.9% 28.2% 1.9% 1.9% 5.8% 3.9% 39.8% 16.5% 103   
ドバト 100.0% 1     

1,102 91   245  75   86   74   150  13   62   311  2,209 
注）　百分率は、陸域環境で確認された個体数のうちの割合 ：確認個体数のうち３０％以上が利用

：確認個体数のうち１０～３０％が利用

種

個体数合計

水鳥

陸鳥

水鳥

陸鳥
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セグロセキレイの多くは、自然
裸地及び畑・果樹園地など、開け
た環境で確認されています。

キジバトの多くは、畑・果樹園
で確認されましたが、樹木でも普
通にみることができます。

ヒヨドリの多くは、河畔林や樹
木（高木）で確認されています。
樹木がある環境を好みます。
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モズもヒヨドリと同様に、樹木
がある環境を好みます。

カワラヒワは、樹木（低木）に
、 （ ）多くみられますが 在来雑草 高

でも普通にみられます。樹木だけ
を好んでいるわけではないようで
す。

ウグイスも同様に、樹木がある
環境にもみられますが、草地にも
出現します。樹木というよりは、
見を隠せる環境を好んでいるとい
えるのではないでしょうか。
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鳥類と植物の関係をさらに分かり易くするため、主に陸に住んでいる鳥類の出現環境
を以下のように下記の表にまとめています。

植生別利用種（陸鳥）

環境 植生群落区分 調査 全止まり個体の 以上が 全止まり個体の ～ が30% 10 30%
区分 時期 この群落を利用した鳥類 この群落を利用した鳥類

自然裸地 自然裸地 秋 ﾄﾋﾞ、ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ、 ﾋﾊﾞﾘ
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ

越冬 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ

水際の草地 ヨシ群落 秋 ﾋﾊﾞﾘ、ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ

越冬

ツルヨシ群落 秋

越冬 ﾋﾞﾝｽﾞｲ ｱｵｼﾞ

セイタカヨシ群落 秋 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ

越冬

ヤナギタデ群落 秋

越冬 ｽｽﾞﾒ

河畔林 アカメヤナギ群落 秋 ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、ﾓｽﾞ ｳｸﾞｲｽ、ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ

越冬 ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、 ﾓｽﾞ、ｼﾛﾊﾗ、ｳｸﾞｲｽ、
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ、ﾂｸﾞﾐ、ﾒｼﾞﾛ、ﾑｸﾄﾞﾘ ﾎｵｼﾞﾛ、ｱｵｼﾞ、ｶﾜﾗﾋﾜ、

ｽｽﾞﾒ、ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ

砂丘植生 コウボウシバ群落 秋 ﾄﾋﾞ

越冬

在来雑草 ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ－ｶﾅﾑｸﾞﾗ落 秋 ｷｼﾞ ｳｸﾞｲｽ
（背が低い）

越冬 ｼﾛﾊﾗ

チガヤ群落 秋

越冬 ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ

在来雑草 オギ群落 秋 ｶﾜﾗﾋﾜ ﾎｵｼﾞﾛ
（背が高い）

越冬 ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ﾓｽﾞ、ﾎｵｼﾞﾛ

メダケ群落 秋

越冬 ﾓｽﾞ、ｳｸﾞｲｽ、

外来種草地 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ群落 秋 ﾎｵｼﾞﾛ

越冬 ｼﾛﾊﾗ、ｱｵｼﾞ、ｶﾜﾗﾋﾜ、

ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ群落 秋 ﾉﾋﾞﾀｷ

越冬 ﾎｵｼﾞﾛ

ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ群落 秋 ﾋﾊﾞﾘ

越冬 ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ

アレチウリ群落 秋 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ

越冬
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植生別利用種（陸鳥）

環境 植生群落区分 調査 全止まり個体の 以上が 全止まり個体の ～ が30% 10 30%
区分 時期 この群落を利用した鳥類 この群落を利用した鳥類

樹木 アキニレ群落 秋 ｶﾜﾗﾋﾜ
（低木林）

越冬

ノイバラ群落 秋 ｳｸﾞｲｽ

越冬 ｳｸﾞｲｽ、ﾒｼﾞﾛ ｼﾛﾊﾗ、ｱｵｼﾞ、ｶﾜﾗﾋﾜ

樹木 ｴﾉｷ－ﾑｸﾉｷ群落 秋 ﾋﾖﾄﾞﾘ
（高木林）

越冬 ｶﾜﾗﾋﾜ ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、ﾓｽﾞ

ｾﾝﾀﾞﾝ－ﾇﾙﾃﾞ群落 秋 ﾓｽﾞ

越冬 ｷｼﾞﾊﾞﾄ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、
ﾒｼﾞﾛ

ヤマグワ群落 秋

越冬 ｽｽﾞﾒ

竹林 ﾊﾁｸ－ﾏﾀﾞｹ群落 秋

越冬

人工改変地 畑 秋 ﾊｸｾｷﾚｲ、ｱﾄﾘ、ｽｽﾞﾒ、ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗ ﾋﾊﾞﾘ、ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ
ｽ、 ﾉﾋﾞﾀｷ
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ

越冬 ﾋﾊﾞﾘ、ﾊｸｾｷﾚｲ、 ﾀﾋﾊﾞﾘ、ﾓｽﾞ、ﾎｵｼﾞﾛ
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ、ｽｽﾞﾒ

人工草地・採草地 秋 ﾋﾊﾞﾘ

越冬 ﾋﾊﾞﾘ、ﾑｸﾄﾞﾘ ﾊｸｾｷﾚｲ、ｽｽﾞﾒ

人為裸地・造成地 秋

越冬 ﾋﾊﾞﾘ ﾊｸｾｷﾚｲ

人工構造物 秋 ﾊｸｾｷﾚｲ、ｽｽﾞﾒ

越冬 ﾊｸｾｷﾚｲ、ﾋﾞﾝｽﾞｲ、 ﾑｸﾄﾞﾘ
ﾀﾋﾊﾞﾘ

季節によっても、鳥が出現する環境は異なります。鳥の渡りによる出現種の季節的変
化もありますが、木の実や果実、木や草に付く昆虫の状況等、餌の環境によっても出現
する種が変化します。
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今までは植物の環境を平面的に見てきました。同じ木でも高さに応じて出現する鳥の
種類は異なります。今度は高さ方向の違いも考えてみます。
現地で確認した鳥類の止まり位置に関する情報を加味して、樹林が乏しい環境と樹林

を含む環境とに分けて、鳥類の出現状況を整理した結果、以下の表が得られます。

樹林環境別鳥類の確認環境

確認の概要
種 名 食性

樹林の乏しい環境 樹林を含む環境 確認された
採餌行動

ｷｼ ﾊ゙ ﾄ゙ 背の高い植生の上 樹林等の背の高い 地上付近で 地上や低木
部と地上付近を利 植生の中部～上部 確認。 で種子、果
用。 を利用。低木林で 実、昆虫類

は各部を利用。

ﾋﾊ ﾘ゙ 地上部を利用。 地上部を利用。 地上耕作地等で 地上で種子、
確認。 昆虫類

ﾋﾖﾄ ﾘ゙ 背の高い植生の上 樹林等の背の高い ﾔﾅ ｷ 樹゙上の 空中、樹上で
部を利用。 植生の中部～上部 ﾂ ﾙ 性植物で採 種子、昆虫類

を利用。 餌。

ﾓｽﾞ 背の高い植生～低 低木～高木の地上 地上付近で 空中、地上、
木林の地上付近を から5m位までを利 確認。 樹上で小動
利用。 用。 物、鳥類、昆

虫類

ｼ ｮ゙ｳﾋ ﾀ゙ 草地から樹林の4m 草地から樹林の4m 樹上で確 地上で昆虫
ｷ 位までを利用。 位までを利用。 認。 類、果実

ﾂｸ ﾐ゙ 各植生の６m位まで 各植生の６m位まで 地上耕作地等で 地上で昆虫
を利用。 を利用。 確認。 類、果実

ｳｸ ｲ゙ｽ 背の高い草本や低 背の高い草本やﾔ 樹上で確 枝上で昆虫
木の低部を利用。 ﾅｷ 林゙、低木の低部 認。 類

を利用。

ﾒｼ ﾛ゙ 高木の上部を利用 ﾔﾅｷ 林゙の上部、低 樹上で確 樹上で実、昆
木林を利用 認。 虫類、花

ﾎｵｼ ﾛ゙ 各植生の４m位まで 各植生の４m位まで 地上付近で 地上で植物
を利用。 を利用。 確認。 種子

ｱｵｼﾞ 草地などの２m位ま 各植生の４m位まで 地上付近で 地上で植物
でを利用。 を利用。 確認。 種子、果実

ｶﾜﾗﾋﾜ 地上部で確認。 樹木の中～上部で 樹上で確 植物種子
確認。 認。

ｽｽ ﾒ゙ 地上部で確認。 地上部、ﾔﾅ ｷ 林゙、 地上部で確認。 植物種子、昆虫
低木の上部で確 類
認。

ﾊｼﾎ ｿ゙ｶ ﾗ゙ｽ 地上部、低木上部 地上部、樹木の中 地上部で確認。 地上で昆虫
等で確認。 ～上部で確認。 類、小動物、
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以上の結果を基に、草地的な環境と樹木を含む環境とに区分して、吉野川における鳥
類の出現状況を模式的整理してみました。

草地的な環境での鳥類分布状況模式図

カワラヒワ ウグイス ジョウビタキ ヒヨドリ ホオジロ
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樹林を含む環境での鳥類分布模式図

カワラヒワ ヒヨドリ

スズメ モズ ウグイス ホオジロ


